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補助事業実績報告書
	令和　　　年　　　月　　　日


神戸市長　宛
	補助事業者
	住所
	

	
	氏名
	



 令和　　　年　　　月　　　日付 神建住政第　　　号 で交付決定のあった下記事業について、次のとおり実績を報告します。
記
	補助制度の名称
	建築家との協働による空き家活用促進事業
□最大500万円コース　□最大200万円コース （いずれかに）

	補助事業の期間
	着手年月日
	令和　　　年　　　月　　　日

	
	完了年月日
	令和　　　年　　　月　　　日

	補助対象経費
※補助事業者が法人の場合は税抜金額
	合計
	
	円
	実施年度

	
	
	不動産仲介・登記等
	
	円
	年度

	
	
	家財整理・処分等
	
	円
	年度

	
	
	調査・診断等
	
	円
	年度

	
	
	改修設計
	
	円
	年度

	
	
	改修工事
	
	円
	年度

	
	
	工事監理
	
	円
	年度

	補助金の額
(低い方に)
	□補助対象経費×1/2
※補助事業を２カ年度に分けて実施する場合は、申請年度に実施するものの合計×1/2
	
	円（千円未満切り捨て）

	
	□改修工事費
	
	円（千円未満切り捨て）

	
	□補助金額上限
※2,000,000円又は5,000,000円
※前年度と分けて補助事業を実施している場合は、上限額と前年度に交付を受けた補助金額の差額
	
	円

	建築士
	この空き家の改修設計はどのような建築士が行いましたか？

	
	
	氏名
	

	
	
	資格
	□一級建築士　□二級建築士　□木造建築士 （該当に）

	地域への説明
	□説明済（事業計画書において「説明済」としていた場合は不要）



	提出書類
(該当に)
	□補助事業実績報告書（様式第８号）
〼改修した内容がわかる次の平面図等
□改修前の平面図等
□改修後の平面図等
〼次の写真（外観及び改修実施箇所）
□改修前の写真
□改修後の写真
□＜補助対象経費に「不動産仲介・登記等」「家財整理・処分等」「調査・診断等」のいずれかを計上した場合＞その補助事業を実施したことがわかる書類
□補助事業に要した経費及びその明細がわかる最終の内訳明細書
□補助対象経費に係る契約書等の写し
□補助対象経費に係る領収書の写し
□＜補助金の受領を委任する場合＞受任者から補助事業者への請求書の写し
□その他市長が必要と認める書類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


以上

